
を
両
立
さ
せ
、
低
炭
素
社
会
を

支
え
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
都
市
の

構
築
に
向
け
、
本
市
の
課
題
や

今
後
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

三
大
谷
戸
の
保
全
の
た
め
の
施

策
拡
充
や
市
民
セ
ン
タ
ー
等
へ

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
環
境
大
賞
事
業
の
創
設
な

ど
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け

て
の
総
合
的
な
施
策
を
進
め
て

き
た
。

今
後
は
、
こ
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
二
酸
化
炭
素
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
を
全
庁
的
な

施
策
と
し
て
推
進
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
今
年
度
改
定
作
業

を
進
め
て
い
る
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
に
お
い
て
、
二
酸

化
炭
素
削
減
に
つ
い
て
意
欲
的

な
目
標
を
掲
げ
、
現
在
行
っ
て

い
る
地
球
温
暖
化
防
止
施
策
の

さ
ら
な
る
推
進
・
強
化
を
図
る

中
で
、
今
回
、
上
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
な
か
っ
た
項
目
や
課
題
を

質
問
　
日
本
経
済
新
聞
社
産
業

地
域
研
究
所
が
全
国
の
市
区
を

対
象
に
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持

続
可
能
性
）
度
調
査
」
を
実
施

し
た
が
、
こ
の
調
査
の
概
要
と

本
市
が
こ
の
調
査
に
初
め
て
参

加
し
た
意
義
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

答
弁
　
こ
の
調
査
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
な
ど
の
「
環
境
保
全

度
」、
人
口
構
成
や
医
療
・
福

祉
な
ど
の
「
社
会
安
定
度
」、

産
業
力
や
自
治
体
財
政
基
盤
力

な
ど
の
「
経
済
豊
か
さ
度
」
を

測
定
す
る
方
法
に
よ
り
、
そ
の

都
市
の
経
済
発
展
と
環
境
保
全

と
の
両
立
を
評
価
す
る
も
の
で

あ
る
。

本
市
は
、
今
回
の
調
査
に
お

い
て
、
本
市
及
び
他
都
市
の
環

境
施
策
が
、
全
国
的
に
ど
の
順

位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の

か
を
把
握
す
る
た
め
に
参
加
し

た
も
の
で
あ
り
、
参
加
し
た
全

国
六
百
十
八
市
中
、
総
合
順
位

で
第
六
位
と
い
う
評
価
を
得
た
。

質
問
　
経
済
発
展
と
環
境
保
全

質
問

地
域
経
営
会
議
は
、
各

地
区
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
組
み
や
部
会
等
に
大
き
な
違

い
が
あ
り
、
市
長
は
、
こ
れ
ら

を
地
域
の
特
徴
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
地
域
格
差
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

答
弁

地
域
経
営
会
議
は
、
モ

デ
ル
地
区
で
あ
る
湘
南
台
地
区

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、現
在
、

各
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
組
織

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
経
営
会
議
は
、

公
募
委
員
と
団
体
推
進
委
員
に

分
析
し
、「
環
境
行
動
都
市
ふ
じ

さ
わ
」
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

答
弁
　
今
後
、
補
償
業
務
を
行

う
際
は
、
補
償
基
準
を
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
公

共
事
業
に
伴
う
補
償
業
務
の
適

正
か
つ
統
一
的
な
執
行
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
た
め
、
本
年
四

月
に
副
市
長
を
委
員
長
と
し
、

関
係
部
課
長
十
五
人
に
よ
っ
て

組
織
し
た
「
補
償
業
務
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
た
。

こ
の
検
討
委
員
会
で
は
、
①

公
共
事
業
に
伴
う
補
償
業
務
に

関
す
る
こ
と
②
中
央
用
地
対
策

連
絡
協
議
会
が
定
め
る
基
準
等

の
分
析
及
び
同
基
準
等
に
定
め

の
な
い
補
償
の
対
応
に
関
す
る

こ
と
③
補
償
業
務
の
執
行
体
制

の
分
析
と
今
後
の
あ
り
方
に
関

す
る
こ
と
④
職
員
に
対
す
る
研

修
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
を
調

査
・
審
議
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

質
問
　
公
共
事
業
の
補
償
業
務

を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
地
権

者
は
も
と
よ
り
、
市
民
に
誤
解

を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
も
、
今
後
は
、
補
償
基
準
の

明
確
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ル
ー
ル
の
整
備
を
検
討
す
る
こ

と
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

議
し
、
本
市
と
し
て
の
統
一
的

な
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
六
月
に
検
討
委
員
会
の
専

門
部
会
的
な
組
織
と
し
て
「
藤

沢
市
補
償
業
務
審
査
委
員
会
」

を
設
置
し
た
。

催
し
た
。

さ
ら
に
、
今
後
の
補
償
業
務

を
執
行
す
る
に
当
た
り
、
中
央

用
地
対
策
連
絡
協
議
会
が
定
め

る
基
準
等
の
解
釈
に
疑
問
が
あ

る
事
項
等
に
つ
い
て
調
査
・
審

今
後
は
、
本
市
に
お
け
る
補

償
業
務
に
係
る
基
本
的
事
項
に

つ
い
て
、検
討
委
員
会
で
調
査
・

審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
実
際

の
補
償
業
務
を
適
正
か
つ
公
平

に
執
行
す
る
た
め
に
必
要
な
事

項
の
解
釈
等
に
つ
い
て
は
、
こ

の
審
査
委
員
会
に
お
い
て
調
査
・

審
議
を
す
る
体
制
で
臨
み
、
よ

り
円
滑
か
つ
適
正
な
補
償
業
務

の
執
行
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

市
民
と
取
り
組
む
公
共
経
営
を

掲
げ
、
市
民
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
、
企
業

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

強
化
し
、
多
様
な
主
体
と
の
協

働
に
よ
る
新
し
い
公
共
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。

地
域
に
お
い
て
も
、「
地
域
の

こ
と
は
地
域
で
」
と
い
う
地
域

分
権
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
多

様
な
主
体
と
の
役
割
分
担
と
責

任
を
踏
ま
え
、
連
携
と
協
働
に

よ
る
「
新
し
い
公
共
づ
く
り
」

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
視
点
に

立
ち
、
計
画
的
に
地
域
へ
予
算

を
移
譲
し
、
地
域
で
執
行
で
き

る
上
限
額
を
三
千
万
円
ま
で
に

拡
大
し
て
い
く
と
と
も
に
、
市

内
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
源
を

活
用
し
、
よ
り
効
率
的
、
効
果

的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
て
い
く
中
で
、
市
内
企
業

の
健
全
な
育
成
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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初
参
加
で
総
合
順
位
全
国
6
位
を
獲
得

経
済
発
展
と
環
境
保
全
と
の
両
立
を
評
価

適正かつ公平な業務の執行

明確化に向け、ルールの整備を検討

地
域
の
ま
ち
づ
く
り

格
差
を
生
む
懸
念
は

太陽光発電システムを導入＝善行小学校

よ
り
構
成
さ
れ
る
が
、
委
員
の

人
数
、
推
薦
委
員
の
母
体
と
な

っ
て
い
る
地
域
団
体
も
異
な
っ

て
お
り
、
部
会
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
地
域
特
性

や
取
り
組
む
べ
き
内
容
に
応
じ

た
も
の
が
設
置
さ
れ
、
協
議
を

進
め
て
い
る
。

十
三
地
区
を
取
り
巻
く
環
境

は
多
様
で
あ
り
、
地
域
の
魅
力

も
地
域
資
源
も
異
な
る
中
で
、

そ
の
特
性
や
個
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
地
域
格
差
を
招
く

と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
長
崎
で
被
爆
し
た
ク
ス

ノ
キ
の
苗
木
の
寄
贈
を
受
け
、

平
和
の
象
徴
と
し
て
育
て
て
い

く
と
の
こ
と
だ
が
、
被
爆
者
の

方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
そ
の
そ
ば
に
碑
を

つ
く
り
、
被
爆
者
の
思
い
を
発

信
す
る
も
の
が
で
き
れ
ば
よ
い

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
計

画
な
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁
　
本
年
は
、
市
制
施
行
七

十
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、

こ
れ
を
契
機
に
、
市
民
共
有
の

願
い
で
あ
る
核
兵
器
廃
絶
と
恒

久
平
和
の
実
現
に
向
け
て
、
十

一
月
頃
に
は
核
兵
器
廃
絶
を
願

い
、
ク
ス
ノ
キ
の
苗
木
の
植
樹

を
市
民
と
と
も
に
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
田
上
長
崎
市
長
と
協

力
し
て
平
和
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
を
考
え
て
お
り
、
現
在
、

担
当
課
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
事
業
計

画
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
も
、
市
民
や
平
和
の
輪

を
ひ
ろ
げ
る
実
行
委
員
会
の
意

見
な
ど
も
聞
き
な
が
ら
、
よ
り

有
効
で
充
実
し
た
平
和
推
進
の

事
業
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
こ
の
こ
と
を
機
会
に
、

被
爆
者
の
方
々
と
も
、
さ
ら
に

交
流
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

答
弁
　
本
市
に
は
、
約
三
百
人

の
被
爆
者
が
在
住
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

平
和
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
実
行

委
員
会
の
委
員
の
中
に
も
、
被

爆
さ
れ
た
方
も
い
る
た
め
、
市

民
報
告
会
の
場
な
ど
を
通
じ
て
、

交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
実
行

委
員
会
の
方
々
と
十
分
に
協
議

し
な
が
ら
、
平
和
推
進
の
た
め

の
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
市
で
は
、
市
内
分
権
、

地
域
分
権
を
進
め
て
い
く
に
当

た
り
、
権
限
や
予
算
を
地
域
に

移
譲
し
て
い
る
が
、
現
在
の
厳

し
い
経
済
状
況
下
で
は
、
行
政

と
企
業
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、

市
内
企
業
の
育
成
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
藤
沢
市
経

営
戦
略
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

ま
た
、
検
討
委
員
会
で
は
、

そ
の
設
立
趣
旨
を
踏
ま
え
、
五

月
二
十
八
日
に
神
奈
川
県
の
協

力
を
得
て
、
補
償
業
務
関
係
課

等
の
職
員
を
対
象
に
、「
補
償
業

務
に
つ
い
て
の
研
修
会
」
を
開

問問 　　 主主なな質質問問とと答答弁弁

新
し
い
公
共
づ
く
り
で

市
内
企
業
育
成
に
寄
与

公共事業に伴う補償基準

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
度
調
査

平
和
推
進
の
事
業

ク
ス
ノ
キ
を
植
樹

質
問
　
善
行
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
事
業
用
地
の
取
得
問
題

に
関
し
、
市
は
、
今
後
の
土
地

利
用
の
検
討
に
つ
い
て
、
善
行

地
区
の
地
域
経
営
会
議
に
す
べ

て
ゆ
だ
ね
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

市
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
土
地

を
購
入
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

使
い
方
は
地
域
で
考
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
地
域
経
営
会
議
の

設
立
趣
旨
に
反
し
て
い
る
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

答
弁
　
当
該
用
地
に
つ
い
て
は
、

善
行
地
区
自
治
会
連
合
会
か
ら

の
「
市
民
農
園
に
つ
い
て
の
陳

情
」
に
基
づ
き
、
市
民
農
園
に

限
ら
ず
、
高
齢
者
の
農
業
体
験

を
初
め
と
す
る
地
域
住
民
が
集

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
、

交
流
の
場
と
な
る
も
の
と
判
断

し
、
土
地
開
発
公
社
が
先
行
取

得
し
た
も
の
で
あ
る
。

地
域
経
営
会
議
は
、「
地
域
の

こ
と
は
地
域
で
決
め
、
実
行
す

る
」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い

て
、
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
住
民
に
よ
る

地
域
自
治
の
会
議
体
の
意
思
決

定
機
関
と
し
て
設
立
し
た
も
の

で
あ
る
。
善
行
地
区
の
地
域
経

営
会
議
が
、
こ
の
土
地
を
含
め

た
周
辺
の
一
体
的
な
整
備
計
画

の
考
え
方
や
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
こ
と
は
、
そ
の
設

立
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

地
域
経
営
会
議
で
は
、
本
年

四
月
に
現
地
を
視
察
し
て
お
り
、

そ
の
際
、
市
の
関
係
課
と
の
意

見
交
換
を
行
う
中
で
、
金
子
の

森
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
こ
と

や
、
当
該
用
地
と
金
子
の
森
を

つ
な
ぐ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

既
に
、
部
会
も
設
置
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
意
見
も
踏
ま

え
、
市
民
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

つ
つ
、
整
備
計
画
の
考
え
方
や

方
向
性
に
つ
い
て
具
体
的
な
検

討
に
入
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

公
社
に
よ
る
先
行
取
得

土
地
利
用
の
検
討
は
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加 藤 なを子

高 松 みどり

柳 沢 潤 次

原 田 伴 子

桜 井 直 人

市 川 和 広

佐 藤 春 雄

佐 賀 和 樹

高 橋 八 一

伊 藤 喜 文

真 野 喜美子

宮 戸 　 光

浜 元 輝 喜

熊 倉 旨 宏

井 上 裕 介

原 　 輝 雄

松 長 泰 幸

諏訪間 春 雄

山 口 幸 雄

矢 島 豊 海

渡 辺 光 雄

加 藤 　 一

栗 原 義 夫

河 野 顕 子

鈴 木 明 夫

橋 本 美知子

増 井 秀 夫

大 塚 洋 子

大 野 美 紀

松 下 賢一郎

塚 本 昌 紀

竹 内 康 洋

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

5
19
5
28
6
7
6
9
6
18
6
21
6
22
6
23

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

5月臨時会
6月定例会
本 会 議




